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令和７年度に議論する４つの提案



１−１ 令和７年度議論する21の提案
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提案No 内 容

提案01
生活実感を入口に、地域のことを「自分事」として考えるきっかけと
なる対話の場をつくろう

提案16
自動車がなくても、買い物や通院に支障なく生活ができる工夫、仕組
みをつくろう

提案17
身近な場所に拠点をつくり、様々なサービスを「行く」から「来る」
に転換しよう

提案18
医療や介護をできる限り必要とせず、健康で生き生きと長生きする
「健康長寿」をめざそう



１−１ 令和７年度議論する21の提案
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提案No 内 容

提案01
生活実感を入口に、地域のことを「自分事」として考えるきっかけと
なる対話の場をつくろう

提案16
自動車がなくても、買い物や通院に支障なく生活ができる工夫、仕組
みをつくろう

提案17
身近な場所に拠点をつくり、様々なサービスを「行く」から「来る」
に転換しよう

提案18
医療や介護をできる限り必要とせず、健康で生き生きと長生きする
「健康長寿」をめざそう



１−２ 場の役割
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場

交流・安心

支援・サービス

情報・学び

地域づくり/助け合い

• 安心できる「居場所」

• 人と人がつながる「交流の場」

• さまざまな情報が自然と届くハブ

• 相互学習の機会を創り出す

• 生活支援の拠点

• 暮らしを支える「サービスの

場」

• 日常の出会いと対話の積み重ねが、災

害時や緊急時の助け合いにつながる

• 助け合いの仕組みづくりの実験の場

「対話の場」「集いの場」「助け合い（につながる場）」



１−３ 子ども食堂ネットワーク
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出典：認定NPO法人全国こども食堂支援センター・むすびえ

 食を通じて子どもの貧困対策と多世代交流を実現している。
 高齢者 の参加 も多 く、孤食防止 や見守 りの機 能 を果た している。



１−４ コワーキングスペース
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出典：Coworking Space Global Market Report 2025

コミュニティカフェ

異なるバックグラウンドを持つ人々が、仕事や作業を共有する空間
で、交流や情報交換を行い、新たなビジネスチャンスや人脈を築く



１−５ コミュニティカフェ
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目的は、さまざま。 ふらっと気軽に立ち寄れる

 地域住民の交流促進

気軽に集まれ、会話を楽しむ

 居場所の提供

だれでも気軽に立ち寄れる場所

交流機会の重要性



１−６ 社会的なニーズの高まり

10



１−６ 社会的なニーズの高まり
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１−６ 社会的なニーズの高まり
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各グループでの議論の進め方



２−１ 議論の進め方
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第２回
（10月）

• 具体的な方向性の検討

講演会
（1月）

第４期の議論を報告

第３回
（12月）

• 仕組みの検討

• 持続可能性の担保

• 最終報告に向けた準備

第１回
（８月）

• 現状と生活実感の洗い出し

• 検討に必要な情報の洗い出し



２−２ 提案１
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生活実感を入口に、地域のことを「自分事」として考えるきっかけとなる対話
の場をつくろう

Step１：日常生活で感じる困りごと、安心・不安・喜びなどの洗い出し

Step２：なぜ？ 対話の場が必要なのか？

Final Step：持続可能な「対話の場」づくり

（議論）



２−２ 提案16・17
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 自動車がなくても、買い物や通院に支障なく生活ができる工夫、仕組みをつくろう
 身近な場所に拠点をつくり、様々なサービスを「行く」から「来る」に転換しよう

Step１：日常生活で感じる困りごと、安心・不安・喜びなどの洗い出し

Step２：既存の仕組み（現状の整理）と身近な拠点に求めること

Final Step：「移動の工夫」と「拠点の設置」を組み合わせ

（議論）



２−２ 提案18
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医療や介護をできる限り必要とせず、健康で生き生きと長生きする「健康長寿」を
めざそう

Step１：日常生活で感じる困りごと、安心・不安・喜びなどの洗い出し

Step２：既存の取組（現状の整理）と病気や介護になる前にできること

（議論）

Final Step：「運動」「食生活」「交流（こころのケア）」を組み合わせ健康長寿



制度・仕組み

つながる 暮らしを支える



２−２ 都道府県別の健康長寿
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京都府 男性 女性

72.14 75.78

33/47 17/47



グループ分け



グループワーク



２−１ 議論の進め方
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第２回
（10月）

• 具体的な方向性の検討

講演会
（1月）

第４期の議論を報告

第３回
（12月）

• 仕組みの検討

• 持続可能性の担保

• 最終報告に向けた準備

第１回
（８月）

• 現状と生活実感の洗い出し

• 検討に必要な情報の洗い出し



Thanks
ご静聴ありがとうございました

kimura-akinori@fukuchiyama.ac.jp

福知山公立大学 地域経営学部 木村昭興


